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銀水校区まろづくり協議会

発行責任者  森本 正人

2月 24日 に待望の」R銀水駅のトイレが完成し、落成式がとり行われました。 港成式には

関大牟田市長をlよ じめ、徳永市議会議長ほか多数のご来賓の方ノマにおいでいただき完成を祝つて

もらいました。

ガープニングは大牟田高校日欠奏楽部の見事な演奏と、カラーガードチームの軽快なパフォーマン

スでスタート。式の中でまろ協の森本会長ズ〕`ら「みなさんの募金活動のおかげで、立派な トイレが

できました。これズ〕`ら地頭で大切に使っていきましょう。」と挨拶がありました。新しいトイレの

建物lよ石炭をイメージした票を基調とする木造で、男性用は小便器 2基と洋式大便器 1基、女性

用は洋式便器 2基で多目的トイレも設置されています。」R銀水駅の新しい歴史が女台まりました。
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2024年 11月 9日

JR銀水駅完成まで
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銀水校区まちづくり協議会では、」R銀水駅 トイレ改修プロジェ

クト「銀水SAこKO～」に取り組んでまいりましたが、このほど

この取り組みが大牟田市より市政功力者表彰を受け、表彰状と

記念品をいただきました。これは市政の発展のため、地アj自治、

社会福祉、産業経済、多女育文化、スポーツといった各分野におい

て多大なる貢献をされたl固人や団体に贈られるもので、今回は

24人、3団体が受賞されました。

→

2024年 12月 5日 2024年 12月 10日

2025年 1月 7日 2025年 1月 16日 2025年 1月 31日

銀水SAIKO～  SEASON 2
新しく出来た銀水駅トイレが、いつまでもきれいで清潔なトイレであってほしい、

という思しヽから「銀水SAIKO～～ SEASON2」 がスタートします。これはトイレの

清掃をメインとして、いろんなイベントを企画して銀水駅周辺を盛り上げていこう、

というものです。

↑イベント情報はこちらから↑

参加はどなたでも OKで す。多凱のみなさんの参加 をお待ち して います。

動 日 月 3土曜日 9-10



ホ ifl、ェ可I翰H■ 19

◆

2月 23日 に5年 心ヽりとなるバスツアーを行いました。◆回は 37侶の参加者があり、福岡市

の「福岡市民防災センター」、「福岡タワー」、「ららぼ―と福岡」の見学をしました。「福岡市民

防災センター」では火事にあった時の脱出シュミレーション、消火器訓練などを学び、VRゴー

グルを装着 して大雨洪水の疑似体験をしました。また震度 7の最大級の揺れも体験。災害の怖さ

と防災の仕組みを孝女えていただきました。

「福岡タワー」では、地上 123メー トルにある展望台から、福岡市街や博多湾など 360° の

パノラマを一望しました。その後「ららぽ―と福岡」に移動して昼食。ここにある実物大の「ガ

ンダム」は圧巻の大迫力で した。久しもヽりのバスツアーということで、参加者のみなさんたちは

不□気あいあいと親睦を深められていました。
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◆年度の健康講座lよ、久蜜米ヤクルト販売からお越ししヽただいて、

「免疫と乳酸菌」についてのお話をしてもらいました。体の中に侵入し

てきたウイルスや病原菌、自分の体の中にできるがん細胞から体を守

るしくみが免疫です。加齢とともに減少していく免疫ですが、◆回の講

座ではその免疫を維持していく体操や食品などについて教えてもらい

ました。すごくためになつたとみなさん喜んでいらつしゃいました。

銀水小学校『感謝の集い』

子ども達からノーースポーνレのプレゼント

銀水小学校の四年生たちは平成30年より「銀水花いつぱい絆プロジェクト」

に取り組んでいます。まちづくり協議会はこの取り組みをな援し、毎年 10月 に

子どもたちと一緒にノースポールの種もみをして、種をまいています。

子どもたちの手入れのおかげで、◆年もされいな花が花壇いっぱいに咲き誇り

ました。そして 2月 25日に「感謝の集い」が行われ、子どもたちが育てた花を

「見守り隊」をはじめ、地頭のみなさんにプレゼントしてくれました。その日は四年生による

「地頭の宝」という発表のプレゼントもあり、とても元気一杯のすばらしい発表でした。

7年間続くこの取り組みですが、これズ〕`らもずっと続いて行つてほしいと思います。

四年生のみなさん、きれいな花をありがとうございました。

春の花が咲き、少しずつ寒さが和らいできたのはいいのですが、憂鬱な季節がやっ

てきました。毎年この時期はひどい花粉症に悩まされます。早く特効薬ができない

ものか、と周うのですが…。さて早くも年度末です。まち協の行事も無事一年間終

えることができました。みなさまのご協力に本当に深く感謝いたします。 (岡 )
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